拝啓
　桜花爛漫の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお引き立てを賜り、ありがたく厚く御礼申し上げます。

承りましたところ、このたび○○様には古希をお迎えになりました由、謹んでお祝い申し上げます。

長年にわたるご努力によって、今日の御社のご繁栄を成し遂げられたばかりでなく、業界発展のためのご尽力におきましても大変深く敬服いたしているところでございます。

このうえともご長寿を重ねられ、われわれ後輩を末永くご指導いただきますようお願い申し上げます。なお、心ばかりのお祝いのしるしを別便にてお送り申し上げましたので、お納めくだされば幸いに存じます。

まずは、略儀ながら書中にてご祝詞を申し上げます。

敬具

　○○年○○月○○日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○○株式会社
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○○○○○　○○-○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○○○○○株式会社

　　会長　○○○○○様






